
 

 

 

QUALITROL-IRIS POWER 社は 

電動機及び発電機用巻線の監視装置と検査装置を製造する世界最大のメーカーです 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
アイリス・パワー社 

MarineTrackⅡTM
 

海洋発電機用 オン·ライン部分放電 連続監視 
 

                              IRIS POWER 社 オンライン測定器 



 

 

 

 

アイリス・パワー社 

MarineTarc II システム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アイリス・パワー社 MarineTrackⅡTM 
 

                            IRIS POWER 社 オンライン測定器 

アイリス・パワー社の MarineTracII
は、最大 4 つのモータや船舶及び
プラットフォーム上で発電機の部
分放電（PD）を自動で連続的に測
定する経済的な装置です。アイリ
ス・パワー社の MarineTracII シス
テムは恒久的に据え付ける3個の
容量性カプラー（ 1 個 /相）と
MarineracII 本体、及びデジタル通
信機能から構成されます。あるい
はまた MarineTracII に保存された
部分放電（PD)データを定期的に
ダウンロードするスタンドアローン
機として運用することもできます。 
MarineTracII は保全担当者にとっ
て部分放電（PD)試験が自動でで
きる第三世代の連続オンライン装
置です。 
MarineTracII は、部分放電（PD)量
の傾向観測に必要となる主要な
動作条件を組み込んだり、詳細な
分析が必要であると警報を発する
ことも可能です。 
この装置は世界中の電力会社や
その他の産業で 20 年以上も電動
機、発電機、開閉器（3.3KV 以上）
に恒久的に設置されてきた 80pF
の容量性センサを使用します。 
アイリス・パワー社の MarineTracII
はほとんどの海洋発電環境によく 

ある電気的干渉（ノイズ）を取り除
くために、独自で厳密に研究され
た手法を用いています。これによ
り、誤表示リスクが少なくて信頼性
の高い再現性のある試験結果が
得られます。 
アイリス・パワー社の経験豊富な
専門家が提供する 2日間のトレー
ニング講習に参加すれば、保全
担当者が収集した試験データを簡
単に解析することが可能になりま
す。オンライン部分放電（PD)試験
による電動機や発電機の絶縁シ
ステムの評価は、アイリス・パワー
社の 272,000 件を超えるデータベ
ースを使用するとより確かなもの
になります。顧客から集まった経
験や結果は統計的に表に定期的
にまとめます。これは Qualitrol-ア
イリス・パワー社とお客様の独自
のサービスで、絶縁状態の客観
的な解析が可能になります。既に
Bus カプラを「シングルエンド」方
式で設置している船舶及びプラッ
ト フ ォ ー ム の 設 備 で は 、
MarineTracII 装置をプラントの既
存のセンサ端子パネルに接続す
るだけで簡単に設置することが可
能です。回転機を停止する必要は
ありません。据付は容易で、計測
器への電源接続、警報とセンサを
ネットワーク・オプションへ接続、
通信リンクを制御室のコンピュー 

タ あ る い は イ ー サ ネ ッ ト の
LAN/WAN への配線だけです。 

アイリス・パワー社の容量性カプ
ラがまだ設置されていない機械に
は、回転機の停止期間中に 80pF
の部分放電（PD)センサを設置し
なければなりません。 

アイリス・パワー社の MarineTracII
装置は、部分放電（PD)データを
連続して収集し、2D プロットと 3D
（位相解析）プロットを生成するの
に重要なデータ、ならび傾向監視
や同等機種との比較に使用する
評価用数値（Qm と NQN)を保存し
ます。Windows ベースのソフトウェ
アを用いて、USB ポートからロー
カルで、あるいはイーサネット
(TCP/IP)ネットワーク通信を用い
て遠隔で、保存された部分放電
(PD)データをダウンロードすること
がきます。 

湿度、固定子巻線温度、装置温
度、電圧、環境温度のような重要
な運転条件も部分放電(PD)デー
タと一緒に記録し保存します。こ
れらのパラメータは詳細な解析や
部分放電(PD)量の傾向監視に役
立ちます。 
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 アイリス・パワー社 MarineTrackⅡTM 
 

                            IRIS POWER 社 オンライン測定器 

・監視する装置が 30m 以上の電源ケー
ブルで接続されている場合、アイリス・
パワー社のMarineTracII装置は、フィル
タリングとパルス形状分析に基づいたノ
イズ分離技術により部分放電を電気的
な干渉（ノイズ）から区別して誤表示（警
報）を防ぎます。 
 
・堅牢な連続監視装置は、過酷なプラン
ト条件に耐えられるようにテストされて
います。モジュール式ハードウェアと簡
単な接続は現場での修理やアップグレ
ードを容易にします。 
 
・アイリス・パワー社のMarineTracIIによ
り収集されたデータは、従来の（特許
の）TGA/PDA 技術と互換性がありま
す。 
既存のセンサを使用する場合は、回転
機を停止することなく設置できます。デ
ータをアイリス・パワー社製のポータブ
ル測定器 TGA-BTMあるいは PDA-IVTM

で簡単に確認でき、詳しい解析ができ
ます。 
 
・アイリス・パワー社の MarineTrac II
は、ユーザーが指定した現在の部分放
電(PD)レベルまで自動的に調整された
範囲、および高い部分放電 
(high PD）の条件を評価するための適切
な範囲(警告範囲)を継続的に収集し、
そして 3 感度範囲で定期的にダウンロ
ードするための部分放電(PD)データを
保存記録します。 
 

・アイリス・パワー社の MarineTrac II 
により警報機能を備えた部分放電(PD)
の連続測定が可能になり、保全担当者
の作業を軽減することができます。 
警報が発生すると、ユーザーはパルス高
分析プロットあるいは位相を 24 分割した
高い部分放電（high PD)のプロットを用い
て評価し、警報の原因を確認します。警
報レベルは 272,000 件以上のアイリス・
パワー社のデータベースに基づいて初
期設定します。 
 
・警報出力はモニタ筐体内のリ 
レーに出力されます。リレーはラッチ 
ング接点で表示機をリモートで動作 
させ、ユーザーがリセットします。警 
報の条件はソフトウェアで設定できま 
す。警報出力はプラントの監視シス 
テムに接続します。 
 
・アイリス・パワー社の PDTrac II 装置 
はトレンド監視や解析に必要なデー 
タを収集するセンサ入力モジュールと組
み合わせることが可能です。 
部分放電量に影響を与える環境温度や
湿度の入力が可能です。 
 
・USB メモリースティックポートから保存さ
れたデータをダウンロードが可能。ラップ
トップコンピュータは不要。 
 
・Qualitrol-アイリス・パワー社はオンライ 
ン部分放電の連続測定に関し幅広い経
験を持っています。3,500を超える連続式
部分放電モニタが設置されています。 
 

・イーサネット-ポートを用いたネットワ 
ークでアイリス社のソフトウェアで診断、
ダウンロード、設定が可能。 
 
・サードパーティのシステムとのインタフ
ェースのために Modbus·オーバー·イーサ
ネットプロトコルを備えています。これ
は、アイリス・パワー社のMarineTracIIが
部分放電(PD)の測定値と稼働パラメータ
を格納するだけでなく、サードパーティの
アプリケーションに部分放電(PD)サマリ
データとともに保存することを可能にしま
す。 
 
•アイリス・パワー社の MarineTracII シス
テムは、20 メートル内にある 4 つまでの
モータや発電機からの部分放電(PD)セ
ンサ入力の端子箱を提供します。 

オプション 

・固定子巻線温度、電圧、電流、電力のような動作条件に比例したアナログ４入力をイーサネット経由でリモート I/Oが可能。
これらの条件はトレンド監視や解析のために記録します。 

・部分放電量(+Qm と -Qm）に比例したアナログ６出力をイーサネット経由でリモート I/O が可能。 これによりユーザーは
DCS や制御システムで部分放電量をリアルタイムで観測することが可能になります。 



 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

位相分解 PD出力 
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部分放電とは何か？ 

部分放電（PD)は固定子巻線の高電圧絶縁層、乾式変圧器、及び開閉装置において発生する小さな電気スパークです。 
部分放電は絶縁材の内部や表面の小さな空隙（ヴォイド）で発生します。一般に状態の良好な固定子巻線は分放電量は
少なくなります。 しかし 60年も経過すると巻線の振動、高温での動作、油/水分/化学物質による汚損等によって固定子
が劣化し部分放電量は 10倍以上に増加します。 このようにオンライン部分放電監視により固定子巻線の損傷の根本原
因を検知できます。電動機や発電機の通常運転時に部分放電監視ができるので、さらに一般に損傷のリスクを 2-3 年前
から警告できるので、部分放電監視は予知保全のとても強力な道具となりました。 

固定子巻線の部分放電監視の利点は以下の通りです： 

・回転機の可用性の向上 

・実際の状態に基づいた保全計画が可能 

・運用中の故障を劇的に軽減します 
 

 

 アイリス・パワー社 MarineTrackⅡTM 
 

QUALITROL-IRIS POWER 社はモータと発電機の巻線の診断分野において 1990 年以来世界のリーダーとして、 

オンライン/オフライン試験機さらにコミッショニング・サービスとコンサルティング・サービスをご提供しております。 

Iris Power 社の PDTrac II、PDTracPro、PDA-IVおよび TGA-Bは Qualitrol-Iris 

Power の登録商標です。 Windows は Microsoft 社の登録商標です。 

 


